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1　南区第 1 遺構面　全景 （東から）
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1　南区第 1 遺構面西側　全景 （東から） 2　同　673SK（北西から）

3　同　719SX・676SE・371SX（北から） 4　南区第 1 遺構面東側　306SD・023P（北から）

5　南区第 1 遺構面　029SX（南から）

6　同　371SX（南西から） 7　同　029SX　レンガ造りカマド （南から）
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1　南区第 2 遺構面　全景 （西から）

2　同　全景 （東から）

3　南区第 1 遺構面西側　397SK（南西から）

4　 南 区 第 2 遺 構 面 西 側 　351SD・374SK 他 （北 か ら） 5　同　351SD・391SK 他 （南から）

6　同　351SD・405SK 他 （南西から） 7　同　351SD・322SK 他 （北東から）
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1　 南 区 第 3 遺 構 面 東 側 　301SK・312SK 他 （北 か ら） 2　同　691SK・680SK・314SK 他 （北から）

3　同　314SK・316SK（北から） 4　 同 　311SK・316SK・733SK・310SK・318SK 他 （北 か ら）

5　同　305SK・302P 他 （南から） 6　同　306SK・307SK・308SK・351SD 他 （南から）

7　 同 　314SK・315SK・316SK・733SK 他 （南 か ら） 8　 同 　314SK・315SK・316SK・733SK・317SK・320SE 他 （南 か ら）
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1　南区第 3 遺構面東側　314SK（北から） 2　同　314SK（南から）

3　同　320SE（南から） 4　同　674SE（北東から）

5　同　322SK（南西から） 6　同　322SK（南東から）
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1　 南 区 第 3 遺 構 面 西 側 　391SK・351SD 他 （西 か ら） 3　同　028SK・353SK 他 （南から）

4　同　334SK・354SK・405SK 他 （南から） 5　同　406SK・405SK 他 （南西から）

6　同　405SK・406SK・330SK・351SD 他 （南から）7　同　321SK・404SK・320SE 他 （北から）

2　 同 　397SK 他 （南 東 か ら）
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1　 南 区 第 3 遺 構 面 西 側 　374SK・390SK 他 （北 か ら） 2　同　372SK・355SK 他 （北から）

3　同　516SE・348SK 他 （北から） 4　同　405SK・346SK・354SK 他 （北から）

5　同　405SK・344SK・346SK 他 （北から） 6　同　405SK・330SK・345SK・344SK 他 （北から）

7　同　330SK・323SK・351SD 他 （北から） 8　同　422P・423P・407P・417P 他 （北西から）



図
版
8

遺
構

1　322SK　遺物出土状況 （南から）

2　同　東側細部 （北側から） 3　同　西側細部 （北側から）

4　同　断面 （西から） 5　同　完掘状況 （南西から）
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1　303SE　全景 （東から）

2　同　西側　縦板残存状況 （東から） 3　同　北側　縦板残存状況　（南から）

4　同　東側　壁面　（西から） 5　同　南側　縦板残存状況 （北から）
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1　北区第 1 遺構面　全景 （東から）

2　同　全景 （北から）
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1　北区第 1 遺構面　全景 （東から）

2　同　西側遺構 1　（南西から） 3　同　西側遺構 2　（北西から）

4　同　東側遺構 1　（東から） 5　同　東側遺構 2　（南から）
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1　北区第 1 遺構面西側　053SD（西から）

3　同　734SD 塩ビパイプ埋設溝　（西から）

2　同　678SK・586SK・802Tr（西から）

4　 同 　679SK レ ン ガ 造 り カ マ ド・718SK・672SK（西 か ら）
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1　北区第 2 遺構面　全景 （東から）

2　同　全景 （北から）
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1　北区第 3 遺構面　全景 （北西から）

2　同　全景 （北東から）
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1　北区第 3 遺構面南側　部分景 （東から） 2　同　中央　部分景 （東から）

3　同　北側　部分景 （東から） 4　同　東側　部分景 （北西から）

5　同　北側　085SK（南東から） 6　同　北側　087SK・088SE 周辺遺構 （北西から）

7　同　北側　094SK（北西から） 8　同　北側　077SK・078SK（北西から）
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1　北区第 3 遺構面北側　619SK（東から） 2　同　104SK・620SK（西から）

3　同　622SK・114SK（東から） 4　同　559SK・622SK（東から）

5　同　113SK・115SK・114SK 他 （東から） 6　同　115SK・150SK 他 （北西から）

7　同　623SE（南東から） 8　同　087SK（南西から）
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1　北区第 3 遺構面北側　729SK（南東から） 2　同　682SK・061SK（北から）

3　同　075SK・160SK（北西から） 4　同　061SK・160SK（北東から）

5　同　072SK・076SK（西から） 6　同　604SK（北から）

7　同　597SK・606SK 周辺 （西から） 8　同　597SK・606SK（西から）
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1　 北 区 第 3 遺 構 面 南 側 　113SK・115SK 周 辺 （東 か ら） 2　同　150SK（北東から）

3　同　587SK・150SK 他 （東から） 4　同　587SK（東から）

5　同　728SE 北側 （東から） 6　同　675SE 他 （東から）

7　同　608SK 他 （北から） 8　同　500SK 他 （東から）
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1　 北 区 第 3 遺 構 面 南 側 　608SK・549SK 他 （南 西 か ら） 2　同　608SK・550SK・548SK 他 （南から）

3　同　543SK・542SK 他 （南西から） 4　同　542SK・543SK（北東から）

5　同　543SK・516SE（南東から）

6　同　543SK・516SE（北西から） 7　同　543SK（西から）
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1　 北 区 第 3 遺 構 面 南 側 　593SK・672SK 他 （北 東 か ら） 2　同　593SK・592SK（北東から）

3　同　586SK・581SK・592SK 他 （西から） 4　同　503SK・603SK・672SK 他 （西から）

6　同　617SD・537SK・527SK（北から）

7　同　617SD・521SK 他 （南から）5　同　617SD（南から）
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1　拡張区　全景 （北から）

2　同　全景 （南から） 3　同　全景 （西から）

4　同　652SK 内出土石臼 （東から） 5　同　650SP の根石 （東から）
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1　半地下式土坑 158SK　全景 （北東から）

2　同　全景 （西から） 3　同　全景 （北から）

4　同　柱穴 121P（北西から） 5　同　柱穴 117P（北から）
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2　同　井戸枠内堀込後の状況 （北から）

5　同　井戸枠内北側の状況 （南から）

3　同　井戸内側面 （南西から）

6　同　井戸枠内石敷 （南上から）

1　088SE　八角形井戸枠検出状況 （東から）

4　同　井戸枠内東側の状況 （西から）
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1　598SD　全景 （北から） 2　同　全景 （南から）

3　同　東溝 （北から） 4　同　西溝 （北から）

5　同　西岸東岸の杭跡 （東上から） 6　同　分岐点の杭跡 （東上から）
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1　588SX　全景 （北西から）

3　588SX　全景 （西から）

4　同　全景 （東から）2　770SR　自然河道（6-1 層）と 588SX（北東から）
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1　辻子 699SF　全景 （北から）

2　辻子 699SF と柵 ( 塀 )766SA（西から） 3　辻子 699SF 上の柵 ( 塀 )766SA 開口部（東から）

4　辻子 699SF　舗装礫の断面 （東から） 5　同　舗装礫撤去後の地山面 （北東から）
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第 1 遺構面包含層（1 ～ 3）、第 2 遺構面包含層（5）、溝 351SD（7）、溝 604SD（13）、土坑 589SK（23）、
池状遺構 588SX 下層 （33・34・36・38）、 井戸 303SE（39・42 ～ 46）
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井戸 303SE（47・49 ～ 52・55・60・62）、 土坑 618SK（66・68・70）、 土坑 314SK（75）、
井戸 088SE（77・80）、 土坑 030SK（86）、 土坑 301SK（87）、 土坑 543SK（95）、
土坑 307SK（96・97・99）、 半地下式土坑 158SK（103）
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半地下式土坑 158SK（105）、 土坑 556SK（109）、 土坑 406SK（110 ～ 122）、 土坑 334SK（123・124）、
土坑 114SK（129）
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土坑 114SK（130 ～ 133）、 井戸 320SE（137・142・145・146）、
土坑 322SK（147 ～ 151・153 ～ 155・157・159 ～ 161・163）
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土坑 322SK（171・172・174 ～ 176・180 ～ 182・184 ～ 188）、 土坑 330SK（190・192）、
土坑 619SK（194）、 土坑 652SK（195）、 土坑 368SK（196・198）、 溝 026SD（200・204・205）、
土坑 353SK（206）
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包含層 （207 ～ 211）、土坑 527SK（212）、井戸 303SE（213 ～ 215・217・219・220）、土坑 301SK（222）、
土坑 729SK（223）、土坑 322SK（224）、柱穴 068P（225）、井戸 160SE（226・227）、土坑 318SK（228）、
土坑 587SK（229）、 土坑 598SK（230）
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要約

　本調査地は、平安京跡では左京四条二坊十六町に位置し、北側に三条大路、東側に西洞院大路、西側を油小路に接している
十六町の北西にあたる。
　近世の遺構は、三条油小路町に係わる町屋の建物跡、井戸跡、流し場跡、廃棄土坑、染色工房に係わる窯場跡などを検出した。
これらは、現在もこの三条油小路町に多い、染色業を生業とする町屋の様相を示すものであった。
　戦国期・近世前期の遺構は、遺跡の名称ともなった本能寺城跡に係わる遺構は、今回特に検出することはできなかった。しかし、
この時期の瀬戸窯の遺物も散布しており、旧本能寺の北側に何らかの遺構が存在していたことは明らかであるが、これが旧本能
寺と直接係わる寺院遺構である可能性はきわめて低い。このことから旧本能寺跡は、北を三条通、東を西洞院通、西を油小路通、
南を蛸薬師通（四条坊門小路）とする南北二町×東西一町説は考えにくく、北を六角通、東を西洞院通、西を油小路通、南を蛸
薬師通（四条坊門小路）とする一町四方説が、文献との整合性もあり妥当な説である可能性が高くなった。
　近世前期の遺構としては、町屋跡とその建物遺構下の半地下式穴蔵跡、屋敷奥の廃棄土坑群（ゴミ穴）、井戸跡、区画溝など
がある。
　中世の遺構は、油小路通から東側に入る幅約 3m の小径である「辻子」を検出した。これは十六町内を区画した四門八行の北
二門と北三門との境に該当する可能性が高い。井戸跡では、鎌倉時代の 8 枚の竪板を組んだ矢板型先端を作る八角形の井戸 1
基を検出した。この他にも多くの柱穴が検出されている。
　平安時代の遺構は、顕著な遺構を確認することは出来なかったが、拡張区で油小路東側築地跡と思われる高まりを確認した。
平安時代の遺物は、調査地内から広範囲に出土しており、何らかの遺構が存在したことは疑えない。本調査地が貴族の屋敷地内
であったことは文献からも明らかであり、もう少し東側の十六町中心部にこの時期の遺構が存在するものと思われた。
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